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新型コロナウイルス感染症の 5類感染症移行に伴い、6月 1日より面会制限を緩和してお

ります。皆様のご協力のもと、予約制にて面会を開始しております。 

   患者様 1名につき１週間に 1回、2名までとなっております。予約の混雑が予想されます

ので、面会の機会の公平性を保つ観点から、次の面会まで 1か月程度お待ちいただく場合

がございます。どうぞご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

   西病棟：火曜日・木曜日  東病棟：月曜日・水曜日 

       (入院された病棟によって、曜日が固定されておりますが、不都合のある場合はご相談ください。) 

 

 

 暑い夏になりました。脱水等が起こりやすくなります、どうぞお気を付けてお過ごしください。 

当院の受診のご希望がある方は、以下の情報をご参考されて下さい。 

 

 

１． 面会制限緩和についてお知らせ  
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し先になりますが、若年性認知症の方への支援についての研修を行います。 

 ご存じですか？ 

横浜市のもの忘れ検診の実施対象

年齢が引き下がりました！！ 

 「若年性認知症」の早期発見・

早期対応し、必要な社会資源につ

なげるため、令和５年度から、５

０歳～６４歳を対象とした健診が

実施となります。５０歳～６４歳

の１次検診実施医療機関は、専門

医の在籍する医療機関及び精神科、

（脳）神経内科、脳神経外科を標

榜する医療機関となります。精密

検査が必要な場合、２次検診実施

医療機関は原則として認知症疾患

医療センターとなります。 

当院横浜ほうゆう病院は、上記

の条件に当てはまるため１次検

診・２次検診どちらも対応させていただき  

 ます。遠慮なくご相談ください。 

 

 MAI-O CAFE（横浜市認知症疾患医療連携協議会認知症カフェ部会の

企画・実施）が始まりました。若年性認知症の患者さんやご家族が抱える悩

みをみんなでお茶を飲みながら語り合う場です。“交流広場とつか”におい

て行っております。次回は、9 月頃の予定です。詳細が分かりましたら、お

知らせいたします。（地域医療連携室、村山まで お声がけいただけますようお

願い申し上げます） 

 

 面会に立ち会った相談員からのほっこりメッセージ・・・ 

長らく面会制限をしていた当院ですが、6 月からやっと対面面会可能となり、多くのご家族が足を運んで

くださっています。先日、入院からずっと会われていないご夫婦が面会されました。この 3 年で痩せて

姿が変わってしまっていた奥様に対し、初めは自分の妻か悩んでいましたが…名前を呼んだ瞬間、目がカ

ッと見開き、目を合わせ。「わかるか？俺だぞ」の言葉に口角上げて、しっかり頷く患者さん。最近あま

り反応が少なかった患者様でしたが、やはりご家族の声や姿を「見て触れる」ことの大切さを実感した、

場面でした。しばらく会ってないから分からないだろう…と消極的にならず、ぜひ一度は皆様足を運んで

いただきたいと思います。             （東 1 病棟精神保健福祉士 川村） 

＊次号、秋号は 10 月頃の発行を予定しています。本たよりについてのご意見・ご要望は地域医療連携室まで

お願い致します。 

 
 

 
 
 

４． ”MAI-O CAFE”（まいおかふぇ）のお知らせ 

 

 

 

 

３．令和 5 年度 もの忘れ検診実施 
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